
（学歴）

１９４４年３月 鳥取県米子市に生まれる

１９６２年３月 鳥取県立米子東高等学校 卒業

１９６３年４月 島根大学教育学部 入学

１９６７年３月 同上 卒業

１９７３年４月 大阪市立大学大学院家政学研究科修士課程（社会福祉専攻）入学

１９７５年３月 同上 修了

１９７５年４月 大阪市立大学大学院生活科学研究科研究生 入学

１９７６年３月 同上 修了

（職歴）

１９６７年４月 大阪府守口市立第２中学校講師

１９６８年４月 大阪府守口市立第２中学校教諭

１９７２年４月 大阪府東大阪市立長栄中学校教諭

１９７６年４月 島根大学教育学部助手

１９７８年４月 島根大学教育学部講師

１９８３年４月 島根大学教育学部助教授

１９９０年４月 島根大学教育学部教授

２００５年４月 島根大学法文学部教授

山本 眞一教授
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（研究業績）

Ⅰ．著書

１．『消費経済の展望』（共著），１９８２年，渓水社．

２．『全訂消費経済の展望』（共著），１９８３年，高文堂出版社．

３．『高齢者の生活問題』（共著），１９８４年，家政教育社．

４．『消費者教育第三冊 理念と方法』（共著），１９８５年，光生館．

５．『ニューメディア時代の消費生活』（共著），１９８６年，高文堂出版社．

６．『消費経済の現代的課題』（共著），１９８６年，税務経理協会．

７．『現代の家庭経営学』（共著），１９８７年，家政教育社．

８．『家庭科学入門』（共著），１９８７年，新評社．

９．『家庭経済学』（共著），１９９０年，朝倉書店．

１０．『消費経済学総論』（共著），１９９３年，税務経理協会．

１１．『くらしの経済と賃金・年金』（単著），１９９５年，高文堂出版社．

１２．『長寿社会における高齢期の生活経営』（共著），１９９５年，家政教育社．

１３．『２１世紀の生活経済と生活保障』（共著），１９９７年，建帛社．

１４．『消費経済学体系、消費経済理論』（共著），２００５年，慶應義塾大学出版会 K.K．

Ⅱ．論文

１．「エンゲル法則と発現状態」，『島根大学教育学部紀要』１０，１９７６．

２．「教育保障とその経済的基盤」，『島根大学教育学部紀要』１１，１９７７．

３．「生活循環における社会保障」，『島根大学教育学部紀要』１２，１９７８．

４．「養護施設における諸問題について」，『島根大学教育学部紀要』１２，１９７８．

５．「消費者の権利に対する住民の認識について――隠岐郡西郷町の場合」，『大阪市立大学社会

福祉論集』１７・１８，１９７９．

６．「明治初期の家計補助的女子賃金」，『島根大学教育学部紀要』１５，１９８１．

７．「明治期における女子労働者の賃金問題」，『日本消費経済学会会報』３，１９８２．

８．「お気における消費生活協同組合」，『山陰文化研究紀要』２２，１９８２．

９．「ライフサイクルにおける女子賃金」，『島根大学教育学部紀要』１６，１９８２．

１０．「家計支出における生活を圧迫する要因について」，『日本消費経済学会会報』４，１９８３．

１１．「鳥取県西部地区生活協同組合の歴史」，『山陰文化研究紀要』２３，１９８３．

１２．「ライフサイクルにおける女子賃金（Ⅱ）」，『島根大学教育学部紀要』１７，１９８３．

１３．「家計における税負担について」，『日本消費経済学会会報』５，１９８４．

１４．「島根県における消費者行政」，『山陰文化研究紀要』２４，１９８４．

１５．「社会保障の新たな動向と家計」，『日本消費経済学会年報』７，１９８６．

１６．「女子労働者と男女雇用機会均等法」，『島根大学教育学部紀要』２０，１９８６．

１７．「家計における消費者信用」，『日本消費経済学会年報』８，１９８７．

１８．「産業の空洞化と生活経済の諸問題」，『島根大学教育学部紀要』２１，１９８７．

１９．「島根県五箇村の生活と福祉」，『山陰地域研究 農山村』５，１９８９

２０．「男女共学に対応した家庭科教育のカリキュラムの研究」，（共著），『島根大学教育学部紀要』

２４（２），１９９０．

２１．「保健医療、福祉サービスの現状と高齢者――中国四国地域を中心に」，（共著），『山陽学園

短期大学研究論集』２２，１９９１．

２２．「生活経済福祉の史的研究（Ⅰ）――海軍退隠令、陸軍恩給令を中心に」，『日本消費経済学

会年報』１４，１９９２．

２３．「生活経済福祉の史的研究（Ⅱ）――軍人恩給法、官吏恩給法を中心に」，『日本消費経済学

会年報』１４，１９９３．

２４．「生活経済の史的研究（Ⅲ）――恩給法（１９２３年）を中心に」，『日本消費経済学会年報』

１５，１９９４．

２５．「家庭経営と雇用形態の変化――家族の役割機能を中心として」，『島根大学教育学部紀要』

２８，１９９４．

２６．「養護老人ホームにおける高齢者の生活と諸問題」，『島根大学教育学部紀要』２８，１９９４．

２７．「高齢期の家庭経営（１）――高齢者の社会福祉の課題と特質」，（共著），『鳥取大学教育学部

紀要』４５（２），１９９４．

２８．「明治期の女工の賃金と福利厚生の実証的研究――富岡製糸場を通して」，『生活経済学研究』

１０，１９９４．

２９．「生活経済福祉の史的研究（Ⅳ）――恩給法改正（１９３３年）を中心として」，『日本消費経済

学会年報』１８，１９９５．

３０．「家族機能の現状と課題（１）――高齢者介護を中心として」，『島根大学教育実践研究』

５，１９９５．

３１．「家族機能の現状と課題（２）――社会教育における高齢者の介護教育」，『島根大学教育実

践研究』５，１９９５．

３２．「戦前における生活経済的保障制度の意義と役割」，『日本消費経済学会年報』１７，１９９６．

３３．「公的介護保険導入と生活経済」，『日本消費経済学会年報』１８，１９９７．

３４．「公的介護保険の諸問題」，『日本消費経済学会年報』１９，１９９８．

３５．「今日の社会保障改定と生活保障――年金改革を中心に」，『日本消費経済学会年報』２０，１９９９．

３６．「今日の社会保障改定と生活経済――医療保険改革を中心に」，『日本消費経済学会年報』

２１，２０００．

３７．「中国、韓国、中山間地の生活経済」，『日本消費経済学会年報』２２，２００１．

３８．「大学生の生活費の現状」，『日本消費経済学会年報』２３，２００２．

３９．「大学生の化粧品支出について」，『日本消費経済学会年報』２４，２００３．

４０．「公的年金改革の諸問題」，『日本消費経済学会年報』２５，２００４．

４１．「公的医療保険改定の諸問題」，『日本消費経済学会年報』２６，２００５．

４２．「介護労働者の労働条件と労働意識」，『日本消費経済学会年報』２７，２００６．
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